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新型コロナ対策にかんする緊急署名

新型コロナウイルスの連日の感染者拡大は、きわめて憂慮すべき事態となっています。このまま

推移すれば医療崩壊を引き起こし、多くの救える命が失われ、経済的な打撃も重大な事態に陥るこ

とが、強く懸念されます。

一方で、政府は感染拡大抑止のための有効な方策も打ち出さず、反対に感染拡大を加速させる危

険性を持つ「ＧｏＴｏトラベル」キャンペーンを始めました。

今、最優先に国が行うべきことは、感染急拡大の抑止であり、ＰＣＲ等検査を文字通り大規模に

実施し、陽性者を一刻も早く隔離・保護することです。日本のＰＣＲ検査の人口比での実施数は、

世界で１５９位であり、この遅れは異常であり、政府の責任です。すでに自治体でも、東京・世田

谷区では区長を先頭に「誰でも、いつでも、何回でも」受けられるＰＣＲ検査の体制を方針化しま

した。

こうした措置にならって、神奈川県での緊急の体制強化を強く求めます。

【要求項目】
（一）感染者が判明した場合、感染震源地（エピセンター）を明確にし、その地域の住民、事業所

の在勤者の全体に対して、ＰＣＲ等検査を実施する体制をつくること。

（二）地域ごとの感染情報を、住民に開示すること。

（三）医療機関、介護施設、福祉施設、保育園・幼稚園、学校など、集団感染によるリスクが高い

施設に勤務する職員、出入り業者への定期的なＰＣＲ等検査を行うこと。

必要におうじて、施設利用者全体を対象にした検査を行うこと。

（四）検査での陽性者判明者を、隔離・保護・治療する体制を、緊急につくりあげること。

以上の完全実施するために、政府に予算措置をとるように要求し、自治体としてのイニシアチブ

を発揮して下さい。
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